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今　関　先　生　と　私

私がもっとも等致し，
師とも仰いでいた偉大な
菌学者，今関六也先生は，

去る7月24日午前9時13分，心不全のためお亡
くなりになりました。ご病気で入院しておられた
ことは噂で聞いていたのですが，お見舞いに行く
のがついおくれていて，とうとうお目にかかれな
いまま永遠のお別れとなってしまいました。27
日の告別式の日は「神奈川きのこの会」の鳥取県
大山での採集会と重なり，私はその際の講演を依
頼されておりましたので，どうしても採集会に参
加せねはならなかったのです。先生は「きのこの
会」の顧問で，今回の採集会は実は先生の強いご
意見により計画されたとのことでした。したがっ
て，これに一人でも多く参加することを，先生は
きっとお喜びになっていたことと思っております。
7月31日，私は葉山のご邸宅をお伺いしてご仏前
に詣で，奥様をはじめご遺族の方々におくやみの
言葉を申し上げてまいりました。祭壇中央にはお
孫さんの措かれた先生の肖像画が遺影として飾ら
れ，また皇太后さまからのお見舞い晶も供えられ
ておりました。
さて，私が先生のお名前を初めて知ったのは，
もう50年はども前の学生のころで，広島市の書
店で買い求めた「原色きのこ」（1942　三省堂）と
いう本からでした。この本はポケット版，104ペ
ージの小冊子とはいえ，太平洋戦争中の出版物と
しては珍しく72ページの原色図版が含まれてお
りました。そして従来の手引き書にはなかったよ
うな種煩，ことにハラタケ類が多数載せられてお
りました。当時先生は東京（現国立）科学博物館に
おられたことと思います。終戦後，私がきのこ学
に踏み入るようになって，野山を歩き回るとき，
絶えずこの書をポケットにしのばせておりました。
先生に初めてお会いしたのはたしか昭和25年
ごろで，以来40年余りのおつきあいでした。当
時先生はすでに目黒の林業試験場に移っておら
れ，何度もここを訪れていろいろと教えを請い，
しばしば近くの官舎に泊めてもらいました。そん

＼　　なわけで奥様ともご子息様たちとも親しくしてい
＼、ただきました。当時開かれていた東京菌煩談話会＼笹きときどき連れて行って下さったので，菌学の

新じしミ聖讐に触れることができ，また多くの菌学

本　郷　次　雄

者とも知りあう散会が与えられました。浅川実験
林も何度か訪れました。先生は相手がいかなる人
であろうと，わけへだてなく付き合って下さる方
でしたので，青二才の私はあつかましく何度も先
生を訪ねました。そのころはまだ新幹線はなく，
東京への往復はいつも夜行急行を利用しました。
昭和30年ごろになって，大阪の保育社から菌

類図鑑を出す話が持ち上がり，今関先生と私があ
い協力して執筆することになりました。きのこ類
の研究を始めて7，8年しか経たない私でした
が，大胆にもこれを引き受けたわけです。私はこ
の書において，日本では初めて，画期的な
Singer（1951）のハラタケ目の分頬体系を紹介し，
昭和32年（1957）秋出版されぽした。今から思え
ば冷汗の出るような出来の図鑑でしたが，意外に
も世に迎えられて，その後全国に多くの同好の士
を生み，8年後にはさらに続編を出すことがで
きました。しかし先生は10数年前から，お会い
するたびに，「この囲鑑も年を経て内容的に古く
なってきたので，一日も早く全面的に書き直した
い。」ともらしておられました。そしてついに，
正編が出て30年を経過した昭和62年（1987）に新
菌類図鑑第1巻を，さらに平成元年（1989）に第
2巻を出し，ほぼ同時に山と漢谷社の「日本のき
のこ」（1988）を出すことができました。後者で
は編著者に大谷吉雄先生にも加わっていただきま
した。これらの著作において，今関先生は80才
をとっくに過ぎておられましたが，文字通り心血
を注いで，複雑きあまりないヒダナシ牢ケ目をま
とめられました。先生の日ごろの念願を達成され
たわけです。先生からのお便りにはいつも「頭は
ぼけているし，根気もなくなっている。」と書か
れていました。
先生は色紙などによく“TuneniKintotomoni

訂i”とか，「恒在輿菌」とかなかなかの達筆で書
かれましたが，このことばは永年にわたる先生の
思想の発展の結果生まれたもので，ご生前からの
ご希望で戒名にもそのまま取り入れられ，「六合
院恒在輿菌居士」とされました。今後も永く後輩
をご指導ご鞭撞厭いたかったのですが，米寿を目
前にして急に逝去されたことは悔やまれてなりま
せん。どうか安らかにお眠り下さいませ。

（〒520－21大津市大萱3－3－7）
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大山採集会に参加　し　て

私がきのこ類に興味を持ってから約35年余りに
なります。
私がきのこを勉強し始めた頃は，図鑑と言って
も川村清一著原色版日本菌類図説と三省堂発行日
本隠花植物園鑑く“らいしかありませんでした。そ
れから数年後に本郷次雄先生の紹介で日本菌学会
会員となり，この関西菌類談話会に入会をさせて
頂きました。
四国にはきのこの会がないために，地元の高等

植物研究会に濃じって『井の中のかわず大海を知
らず』でやって釆ました。
1986年9月の日本菌学会大山採集会の時初め

て，恐る恐る参加させて頂きました。
なぜ恐る恐るかと申しますと，菌学会は専門家
の多い集まりであり，自分の勉強不足の不安，学
会雰囲気の不安等があったからです。
その時は，5班に別れて各自が思いの場所に

採集に行きました。私は四国地方できのこが豊富
に生える林と良く似ている三の沢コースを選びま
した。
その時は採集したきのこの種類も多く，鑑定会
には専門の先生方によって，名前が付けられて行
きました。図鑑で見た写真や図と感じの違う物や，
図鑑等の記載文と実際に見たきのこの現物とが違
った物もありました。
恥ずかしい話ですが，自分の標本に付けた名前
が間違いであると感じた物があり，心の中で冷や
汗をかいていました。
振り返ってみれば，私がきのこ類に興味を持っ
てから長い年月が経ちます。私の人生の如く年ば
かり取って来たが，きのこの勉強は進んでいない
と痛感しました。
『井の中のかわず大海を知らず』の諺の様に，

このような採集会には時間の許すかぎり参加しな
くては，と思う様になりました。
その時から4年後の1990年の関西菌類談話会

大山採集会に参加させて頂きました。
その時の採集会は，お天気も良く第一日目は桝

沖　野　登美雄

水高原まで定期バスを利用しての横手道沿いコー
スを，第二日目はマイクロバス利用の三の沢コー
スでの採集を楽しみました。
またこの時は，あの4年前の不安を持っての

採集会参加とは違って，同室の会員の皆さんとの
情報交換等をして，私はリラックスした採集会を
楽しませて頂きました。
そして今年，私は3回目の大山採集会への参

加となりました。
昨年の採集会のときに，役員のどなたかが「き
のこは水ものである」と言われましたが，まさし
く今年はお天気に恵まれず，このために採集した
きのこも昨年より少なく，その点少しもの足りな
い気もしましたが，横山和正先生の標本固定法も
見せて頂きました。
また，吉見昭一先生のキノコ展の時の苦労話や

スライド写真整理の失敗話も聴かせて頂きました。
夜遅くまで話に花が咲きました。力試しのつも
りで，きのこクイズにも参加して，私は大山テレ
ホンカードを頂きました。私のきのこ勉強からす
ると一応満足と感じましたが，世話人から「もっ
と修行をせよ」とのお言葉による『喝』を入れら
れました。
私なりに勉強させて頂いたと感じる今日この頃

であります。
今後も時間の許す限り参加させて頂きたいと思

いますので宜しくお願いします。
（〒791－11愛媛県伊予郡砥部町高尾田279）
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き　の　こ　の　襲（ひだ）

これはキノコに限らず多細胞生物全般に言える
ことですが，キノコの個々の細胞は，基本的にみ
な同じ遺伝子をもっています。ところが，キノコ
を形作っている細胞は表皮や襲，傘など身体の各
部分で違う形に変化してしまっています。これは
細胞が身体の中の場所に応じて分化を起こすから
ですが，そのためには各細胞は自分が身体の中の
どの部分に位置するのか（位置情報）を知らなけ
ればなりません。位置情報の概念は1969年に
WoIpertl・2）によって提供されました。その理論
では，細胞の集団のある一方の端の細胞がある物
質を放出し，それが拡散していき，物質を放出し
ている細胞から離れた位置はどその物質の濃度が
薄くなるた軌個々の細胞は，自分の位置を物質
の濃度から判別できるとしています。それに前後
して，数多くのモデルや理論が提出されました1）。
その理論の1つに周期的な構造を形成するモデ

ルがあります。細胞で生産される物質Aがあり，
細胞はこの物質があると益々この物質を生産する
とします。このためAはねずみ算的に量が増えて
いきます，ところがAが増えると細胞は別の物質
Bを生産し，Bは，逆にAとB自身の生産を阻害
する働きを持っているとします。この2つの物質
は共に組織の中を，インクがにじむように拡散し
ていきますが，AよりもBのほうが早く拡散する
とします。すると，あるところでAが多いとその

●■　■　■　●・ヽ■・∴∴

．．・‥’●・・　　　　　∴‘∴・・　　　　　Aの渦ができる

凸

Aの濃いところで丑
が生産される

・〇・一　Bが拡散して広がる

濃淡義がさらに大き
くなる

図1・はAの渡皮。○はBの濃度

深　田　善　樹

周囲にはBが拡がっていくのでAの生産は抑えら
れてしまいます。しかし，更に離れた場所ではB
の濃度も薄くなるので，Aが生産されます（図1）。
これが繰り返されて，Aの濃い所と薄い所が交互
に並ぶことになり，周期的なパターソが自動的に
形成されます。この考えは1952年にA．M．
Tming3）によって初めて与えられ，ヒドラの発生
に応用されました4）。
私はキノコの襲の模様の形成についてTuring
のアイデアの応用を考えてみました。襲ほ傘の裏
側の表皮が変化してできたもののようです。そこ
でキノコは初め傘の裏側はのっぺりとしていて，
そこに襲の模様ができていくものと仮定します。
キノコの襲は中心から放射状に出ています。これ
は，円周方向には周期的なパターソになっている
という見方ができます。ここに注目してTuring
の方法を応用するわけです。それでは動径方向に
ついては如何でしェうか。嚢は放射状に並んでい
るからして，菌糸が放射状に並んでいると考える
のが自然でしょう。キノコの中で，養分や水は菌
糸を伝って送られますが，ここの2つの物質もや
はり菌糸と平行な方向には拡がり易く，その為，
動径方向にはのっぺりとしたパターン守こなると考
えられます。こうして物質の濃淡模様ができ，そ
の後，物質の濃いところが下に向かって成長し，
襲を作ると考えるのです（図2）。以上の考えを
まとめて，私は図3に示す一組の方程式を立てま
した。これはTuringの方程式の拡張です。ここ
では方程式についての議論は避けますが，その結
果だけを示します。
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まず傘の縁で物質が大気中に放出しない，茎は
十分細く，茎では物質の生産は行われず，そのた
め茎の所で物質が極端に多くなったりしないとい
う条件のもとで解析しますと，物質の拡散し易さ
や，生産の行われる割合を示すパラメーターが一
定の条件を満たしているとき，予想どうりに，方
程式の解に不安定性が生じ　初め物質の濃度がほ
ぼ均一であってもしだいに放射状に物質の濃いと
ころと薄いところの模様ができていくことがわか
りました。
きのこの嚢には茎から傘の縁まである嚢の他に

傘の途中から生じるいわゆる小ひだというものが
あります。図4はニガクリタケのものですが，こ
れを見ると，小ひだは茎からの距離によって幾つ
かのグループに分けられることがわかります，方
程式の解にもやはり小ひだは現れます，そして小
ひだのグループ数は，物質の拡散し易さ（拡散定
数）の，動径方向と円周方向の比率と密接な関係
が在ることがわかり，拡散定数の比αと葉の本
数nとの間には，おおよそで
小ひだが無いとき，　　　α＞0．6m2
小ひだのグループが1つのとき

0．6n2＞α＞0．1m2

同2つのとき　0．1n2＞α＞0．03m2

という関係があることがわかりました。
ここで実際のきのこと比較してみることにした

いのですが，実験的にαを求めるのはかなり難
しいと思います。ただ，菌糸の方向が良く揃って
いるとか，一本の菌糸が長い，菌糸が疎ら，（α
が大きい），というときに小ひだが少なくなる懐
向にあるといえます。注意すべきは，成菌ではな
く，襲のまだできてない幼菌について調べなけれ
ばならないことです。面白いことに，菌糸が短い
ように患えるRussulaでも，小ひだが少ないもの
があったりします，これは球状菌糸がひだの形成
には係っていないということだと思います。

需＝f－ab＋D（露＋きま一一毒素Z）f

裂＝f－bh＋D（露＋きま一一素謡Z）h
f；物質Aの濃度
h；物資Bの濃度
D；胴奄方向の拡散係数
α；拡散係数の胴径方向と円周方向の此
a，b；定数（細胞の働きを示す）

図3

（a．鍵の／くターン。直径は約1．5cm。）

（b・小賢の端をプロットし，線で結んでグループ分けした。）

図4

イグチやコウタケの仲間ではどうか？私は襲の
形成層の中で菌糸が全く方向性を持たないか，あ
るいは形成層の面に菌糸が垂直に立つような並び
方をしているのだと思います。管孔になるのか針
になるのかの違いは，物質の濃度がもっと高くな
ったときの細胞の働きの違いに依るのでしょう
（数学的には非線形性が効いてくると言います）。
生物の発生における細胞の分化の問題は物理学
の応用によって最近大きな発展が見られましたが
まだまだ原始的な段階と言えます1）。キノコは特
に，個体の概念が明確でない，環境の影響を受け
やすい，等の性質からも非常に面白い研究対象で
はないかと思いますがどうでしょう。
（〒558大阪市任意区我孫子4－10－12　広淑文化104号）

参　考　文　献
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談話会員の採集した珍しいきのこ（3）＊

今回は談話会員が直接採集したものではありま
せんが，兵庫県警のご好意とご依頼により珍しい
きのこを見る椀会がありましたのでご紹介します。
1991年3月5日付けの新聞に，幻覚性きのこの
記事がのっているよと，家族のものが教えてくれ
ました。それからしばらくして，神戸薬科大学の
難波宏彰先生，および，兵庫県警科学捜査研究所
から，きのこの同定依頼の電話がありました。3
月28日に押収した乾燥きのこを持って係の人が
研究室に来られました。直径3cmはどの傘が1
つと，折れた細い柄が3片はどしかありません
でしたが，顕微鏡で調べたところシビレタケ属の
一種凸壷が京成彫血であることが分かりまし
た。4月5日付けで鑑定書を提出し，標本はお返
ししました。なお，このシリーズは「談話会会員
の採取した珍しいキノコ」としていましたが，今
回からタイトルを上記のように少し簡略にし，今
回はメキシコから輸入されたシビレタケの一種を
6番目のきのことしてご紹介します。
6．シロシベ・キュベンシス
Ailoqbecubensis（Earle）Singer

裾［
図1．月沼両頭針㍑お皿滋

A．縁シスチジア　B．胞子　C．柄の破片（膜状のつ
ばが認められる）　D．縁シスチジア　E．クラソプ結
合　F．担子器

横　山　和　正

乾燥標本に基ずくこのきのこの特徴を記してお
きます。
肉眼的特徴
傘：直径3cm程度，淡黄白色－うす黄土色，
中央部は濃色。青変したと思われるうすい藍色
のしみがある。
柄：自－うす黄色，中空，直径2～3mm，膜状
のつばがある（図1C）。青変した跡と思われ
るうすい藍色のしみがある。
ひだ：帯紫褐色。
顕微鏡的特徴
胞子：煩だ円形一類六角形（図1B），
13～14．5×8－10′皿。

縁シスチジア：ひだの縁に多数群生（図1A），
幅広いこん棒状－し尿ぴん状（図1Ⅰ）），無色，
薄膜，20～32×7～10／丑n。
側シスヒジア：ひだの側面に散生する。
黄金のう体（クリソシスチジア）：なし。
担予審：叛円筒型，透明，30×11／Jm，4胞子
をつける（図1才）。
菌糸：クラソプ結合を持つ（図1E）。
以上，胞子，シスチジ7，膜状のつば，ひだの

幻覚症状の成分があるキノコ

＊関西菌頼談話会会報No．2，p．5（1987）から続く。
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図2．読売新聞の記事
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色調等の特徴よ　り乃肋が断頭吻ぬ（Earle）
Singerシロシべ・クベンシス（シロシべ・キュ
ペソシス）（モエギクケ科シビレクケ属）と同定
しました。
なお近縁種の月Fgわ砂わβ椚αfcα〝αは，胞子が小

型（8～9×6～8〃m）で，つばはなく，子実体も
小型である点で，このRc如β乃油と区別できま
す。
その他，参考となる事項

（1）．分布：外国の文献によると，このきのこは亜
熱帯地域に分布し，主として牛（ときに馬）の糞の
上に，主に夏（ときに，その他の時期）に生えます。
現在までに分布の知られている地域：アメリカ

合衆国（フロリダ州およびテキサス州），キュー
バ，メキシコ，グアテマラ，コロこ／ビア，ボリビ

ア，ブラジル，アルゼソチソ，ベトナム，オース
トラリア（クイーソズランド州）
（Guzmえn，G．：TheGenusAiloqbe．1983．Cramer
による）。
なお，日本からの報告はありません。

（2）．このきのこは1906年キューバからSか′坤ゐα7克
C〟∂β搾油（ストロファリア・クペソシス）として，
最初に報告されたため，種小名にキューバを意味
するαみ純血（クペソシスまたはキューペソシ
ス：“キューバ産の”意）が入っていますが，上
に記すように，亜熱帯に広く分布します。
（3）．当時は胞子が紫黒色で，つばの顕著なものを
モエギクケ属と呼んでいたが，現在はモエギタケ

図3．朝　日新聞の記事

属のキノコは紫黒色の胞子を持ち，つばが，顕著
でしかもクリソシスチジ7（黄金のう体）を持つ
ものに限っています。今回調べた標本はクリソシ
スチジア（黄金のう体）を持たないので，現代の
分類法に従うと，シビレクケ属に分類されます。
（4）．このきのこは幻覚性で，成分として
baeocystin，PSilocybin，PSilocinが報告されていま

す（Heim，R．＆Hofman，A．：Compt．Rend．
Acad．Sci．247，557～561（1958），Repke et al．：

Lloydia　40：556～578（1977），Repke etal．：J．
Pharm．Sci．67：485～487（1978）。なお，嘗科学
捜査研究で分析の結果，シロシピソが確認された
とのことです。
麻薬取締法の一部が1990年（平成2）6月19日
改正され，それに従い，サイロシピソ，サイロシ
ソおよびそれらの塩類などが政令により麻薬に指
定されました。（同年8月1日交付の政令ではサ
イロシピソ，サイロシソと記されています。
PSilocybin，pSilocinのことで，シPシピソ，シロ
シソともよばれます）。
なお，改正後は，シロシピソを用いた実験（分

析などの）は，麻薬取扱者でないとできなくなっ
たそうです。
法律の詳細は平成2年6月19日の官報（号外
第68号），および，同年8月1日の官報（号外第
102号）をご参照ください。新聞の記事は私の大
学の図書館（教育学部分館）で購読している朝日，
毎日，読売，京都の各誌について調べました。毎
日には載っていなかったようですが，他の3誌
の記事を転載させて頂きました（図2～4）。

（〒520大津市平津2－5－1滋賀大学教育学部）

且，ち■引

図4．京都新聞の記事
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1991年度　活動の記録（上半期）

第283回例会　分類学講座（第16回）
日　時：1991年5月19日（日）32名参加
場　所：滋賀大学教育学部大会議室
演題：ホウキタケ属の分類について
講演者：横山和正氏（滋賀大学）

ホウキタケ属の分類について，入門的な事柄が
概説され，その後スライドでホウキタケ属の数種
が紹介された。
その内容は次のとおりであった。

1．ホウキタケ属の分類は大まかに胞子で分類さ
れている。
2．末記載のものが多い。
3．採取・観察の注意点など。
4．液浸標本の作り方（ホルマリン25：アルコー
ル5：水70）。
5．ササナバの生態的性質等々。
その後，活発な質疑応答がなされた。

（藤田博美）

第284回例会　シンポジウム
日　時：1991年6月22日（土）61名参加
場　所：京都府立勤労会館
テーマ：栽培キノコの現状と将来展望

栽培きのこ，特に，ヒラタケ，マッシュルーム，
ブナシメジ，シイタケの栽培に関する現状とこれ
からの展望について，衣田雅人氏，森本肇氏，日
下部克彦氏，山内政明氏の講演があった。一人当
たりの講演時間は30分（25分講演，5分質疑応
答）であった。
シンポジウム開始は午後2時であったが，午

後1時30分頃から，参加者が続々と集まり，開
始前には60名近くになり，会場はほぼ満席にな
った。参加者の多くは大阪府，京都府，滋賀県，
兵庫県，奈良県の関西地方からであったが，金沢
や名古屋からの参加もあった。これは栽培きのこ
に関心を持っている人が多いことを示している。
定刻通りに始まったが，30分では時間が足ら
ない講演もあり，4題の発表が終わったのは，
午後4時40分過ぎであった。そのあと，午後5
時5分までの短い間であったが，総合討論が行
われた。
給合討論の中で，種菌，栽培中の病害，菌床の
リサイクルの問題等について質問があった。その
なかでも，栽培中のきのこの病害に対する農薬の
使用が話題になった。シイタケの菌床栽培やマシ
ュルーム栽培のように機械化を行い，環境条件を

コソトロールすることによって，生産効率をあげ
ようとすると，農薬を使わないと生産量が落ちる
ことが多いとのことであった。これに関して，消
費者の立場から，環境面からいろいろ意見が出さ
れたが，時間不足で十分討論できなかったのは残
念であった。
栽窄きのこの将来は新しい栽培きのこの開発や
栽培の機械化やほだぎを使わないシイタケの人工
栽培等明るい面も多いと思えるが，農薬の使用が
多くなる点等の問題も無視できないようである。

（下野義人）

第285回例会　三井寺裏山観察・採集会
日　時：1991年7月7日（日）曇り，49名参加
場　所：大津市三井寺裏山（シイ・カシ林）

大辞市役所前に午前10時30分に集まり，本郷
氏の挨拶の後，太田，橋屋，大西，横山各氏の案
内で歴史博物館の裏から法明院までのシィ，カシ
林を採集した。
きのこの種類はあまり多くはなかったが，法明

院の竹林にサンコタケが多数発生していた。昼食
後，法明院の庭にきのこをならべ，同定を行い，
午後1時30分に解散した。　　　　（横山和正）

採集品リスト
1エαCaEわαガ玩αCg0αガgg払方βα　カレバキツネタケ
20クプ砂ゐαJ玩α密gc勿′∫ゐ川名　　ヒダサカズキクケ
3〟加馴流血射疲両独　アシグロホウライタケ
4几館Cプ℃頑加わ如C的C〟ぶ？

サカズキホウライタケ属
50〟dgmα乃ggggkや〟de乃∫

6肋m刀富加∫カ㍑gcゐβプア歩む
T」M7往持情誼∫Ⅲ几l：〃〃∫
8qやわかⅦ刀ααα申αね
9Aク乃α乃言わわプ癖か加わクマ
10A∽α乃グねび0ねαお
11Aプ乃α乃グお尋ね∫αCgα

12エβ〝COCq夕γ飯〝ざ0ね〟gmゐ

134坪庭那申・
14C坤γあ揖ゐざg刑かZα加∫
15乃α物γ柁g肋∽乃血J〟α乃α
16乃α物柁比重．
17肋β∽αわあ∽α．蕗∫Cた〝血相
18月加加わ頭．
19劫0α∂β加わα
20血0秒∂βおお和郎0m
21血0砂ag0みねCお古古仏

－　8　－

ビロードツユタケ
ハナオチバクケ

オオホウライタケ
ダイダイガサ

ゴテングタケモドキ
フクロツ′レクケ

ヘビキノコモドキ
ミイノヒガサタケ

ハラタケ属
イヌセソボンタケ

イタチタケ
ナヨタケ属
ニガクリタケ
スギクケ属

キイロア七夕ケ
カブラアセタケ

アセタケ属



22物あわお鴎　　　　　　チャヒラタケ属
235伽摘0刀砂C打CO花布∫〟∫　　オニイグチモドキ
24A鋸∫加わoJβお力‘ざ毎）0用∫　　　ヤシャイグチ
25物拘pOmgゐgJg㍍Var．砂α形がCg乃ぶ

イロガワリキヒダタケ
26jおrOCO椚〝∫Cありggのね和乃　　キッコウアワタケ
27麒那仰仰応鴎　　　　　　　　アワタケ属
28月0ねお力Ⅵね用〟ざ　　　　　　　コウジタケ
29励ggお四gね滋オ？　　　　ヤマドリタケ属
30乃坤肋…如㊥噂脚那　クロニガイグチ
31乃埴繭m鹿馴壷　　　コビチャニガイグチ
32j～〝gg〟わめ〟mg0α柁0おお　　　　ツギハギハツ

33j？〟∬〟お∽αγねg　　　　　　ニオイコべニタケ

34jモ混ざ∫〝bcα∫おの噌gfゐ　　　　　カレバハツ

35足∽都通日玖　　　　　　　　　べニタケ属

36エαCね血ざ㌘ⅥCgJゐ　　　　アシボソチチタケ
37Cと乃班αγgg〟ぶ偶作0γ　　　　　ヒナアソズタケ

38Cわび〟7　αα　γゐおお　　　　　　　カレユダタケ

39Ckが〟伽αα刀7g勧め70才dgg
ムラサキホウキタケモドキ

40Cαむむ0㌢ロ乃αあげおお　　フサヒメホウキタケ
41j⊃0妙or∫α加わ。rr〟5
42月フ妙の邪αrC〟加わ〟5
43皿館C頑か和仏一物∂ggJ的門のゐ
44　C（フ肋′gCゐCわ3乃α〝2β研gα

45　COγわわざがβ作fcoわγ

46ヱ）αβおお頑ぶゐ∫砂γαCのα
477う　乃乃　車重βαOCゐひね〟Cα

48q′Cわ刀りCgぶ．薇∫C㍑ぶ
495C血相血γ〝α玖
50Cαわざわ刀子α頑0如拙刀7
51Ggα∫わⅦ刀か坤お
52　Ggα∫わⅦ∽ガ甘みⅦ8才Jg

53CαねαガαC7伽的γ〝ゐ

ハチノスタケ

アミスギクケ
ウチワタケ

ニッケイタケ
カワラタケ

エゴノキクケ
ウズラタケ
ワヒダタケ

二七ショウロ属
クチべニタケ

エリヤキツチダリ
ヒナツチガキ

ノウタケ
54j加〟血coわざ∫Cゐggねの∂βプggαβ　　　サソコタケ
557ね〝7g肋グ血β得た　　　　　　シロキクラゲ属
56月毎〉0作gわCわあα　　　　　　　　ビョウタケ

57Gα加地cgゐ鋸C（Z　　　　　　　　オオゴムタケ

58鬼α通力γ方形0gα？　　　　コナサナギクケ？

第286回例会　橿原神官観察・採集会
日　時：1991年7月28日（日）暗，36名参加
場　所：橿原市橿原神宮境内（シイ・カシ林）

採集会には奈良，大阪，京都，滋賀，愛知の
5府県から36名が参加し，以下のリストのように
32種のきのこを採集しました。今回の採集会も
乾燥が続き，きのこの種額や発生量が少なかった
のではないかと思われます。今年あらたに採集さ
れたきのこは，ツルタケ，キクマゴタケ，クマゴ
テソグタケモドキ，フクロツルタケ，カレユダタ
ケ，セミタケなど17種でした。　（衣田雅人）

採集品リスト
1エ納めMSgゆすdelは　　　　　　　　マツオウジ

2Aク邪f〃α宛gJ肋お古ggCeが　　　　ナラタケモドキ
3肋儒mggJあざCα形成あざ？シPホウライタケ？
4qやわかⅦ∽αα郎プⅦね　　　　　ダイダイガサ
5Aナ乃α乃肋〃喝血αおvar．〃喝毎αお　　ツルタケ
6A椚α乃ブわびαが乃αねvar．カgねα

カバイロツルタケ
7Aク77α乃fわあβ∽グ∂郎ゐαSlユbsp．カがα乃gcα

キクマゴタケ
8Aク乃α乃グねわプ癖か′ぬ庖Zクマゴテソグタケモドキ
9Aクのα乃ブねび0ねαお　　　　　　　フクロツルタケ

10A〝α乃お頭由αCgα　　　　ヘビキノコモドキ
11Aクク7α乃言わαJ∂qj勉がβ∫Cβのぶ　キウロコテソグタケ

120′密グあお∫∽OJgね　　　　　　　チャヒラタケ

13匂，γ坤0プ邪砂α弗β∫Cg郡
14月〟∬〟7αdg乃∫的〟α
15励膿瘍れ面鹿那
16凡J∫∫J／7〟しこl・し川口．l－1日血（7

17風邪馳庖Ⅷ如弥陀那
18月〝5g〝わプ℃∫αCβα

19点鋸郡止＝玖
20エαCねγ〟∫頭gγαね∫
21Cわびα励αCrあわぬ
225‘ね柁祝mgα〝∫（ゆα加〝7

23教わ如あぶ郎βCお鋸ゐ
24動地晰邪流血加加
25動顔加狐即Ⅷ肋′あざ
26〟加ゆ椚針抑元頑・β∫
27G（Z〃Odgプ朋子αJ〝Cg血刀7

28g拘わgぬ嘲血刀αお
29　0乃乃ブα〃αJおお

30仇ゆ拗れ紳助血痴
31CoゆC密∫∫0わ旅旅α
32J由痴α如才co由

アイゾメイグチ
クロハツモドキ

クサハツ
カワリハツ
アイタケ

ヤプレベニタケ
べニタケ属
ツチカプリ

カレユダタケ
チウロコタケ

モミジウロコタケ
ハチノスタケ
アミスギクケ
ツヤウチワタケ
マンネソタケ

コフキサルノコシカケ
アズマタケ
ツノマタタケ

セミタケ
クモタケ

第287回例会　大山観察・採集会
日　時：1991年8月2日（金）～5日（月）

雨，53名参加
場　所：鳥取県大山（大山寺～三の沢）

（主にブナ・ミズナラ林）

とかく，ぎすぎすした人間関係の中で日々を送
らねばならない私たちにとって，きのこが好きと
いうことだけを接点にした談話会の集まりは，ほ
のぼのとした暖かさと安らぎを感じます。今年の
大山採集会もこの様な雰囲気の中で楽しいひとと
きを過すことができました。
残念なことに，今年の大山は終始雨にたたられ，
日程の変更もやむを得ない状態でした。それでも，
きのこ採りの猛者たちのこと，予想に反しての不
作にもかかわらず沢山のきのこが同定会会場にず
らりと並んだのにはさすがと思いました。
雨による日程変更のための欲求不満解消にと，
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ひんしゅくを買うことを覚悟で世話人一同汗をた　46企α物′柁肋∽乃血Jgお花α
らしてキノコクイズなるものを考え，司会者の橋　47P加だ0お鴎
屋氏の熱演もあって，難問奇問に沸いたことだけ　48血叩加∽加療血ぬ
ほ確かでした。

採集品リスト
1f，ね財ひねgO∫わでαおば
2j〕肋那加り融血肋加お
3エβ乃め〝ぶ壇滋お〟∫
4勧如プ働憲政
5Cα刀7α頑勿7gゐぉ〃毎面β〟∫？
6エαccα7庖αmg物揮ねα
7エαCαZγぬぴあ‡αCg0α〝gg血刀βα

8C招叩頭択玖
97毎C加わ∽坤ぶゐプⅦff血刀ざ
107毎C加わ刀αぶ喀0乃αCβ〟刀7
11m′gc加わ∽α鴎
12＿lr〃7ノー／／椚・／（77／〝ねむt）ざcc〃∫

13Co物∂gα勿／坤鬼才わ
14CO物′8才α如和乃αね
15Co砂∂あゆ．

（佐々木久雄）

ヒラタケ
ウスヒラタケ
マツオウジ′
ヌメリガサ属

オトメノカサ？
ウラムラサキ

カレバキツネタケ
カヤタケ属

サマツモドキ
ミネシメジ
キシメジ属

ナラタケモドキ
モリノカレバクケ
ワサビカレバタケ

モリノカレバクケ属
16　0肌お肌αのぶグβJ血プⅥdgc（Zお　　　　　　　ツユタケ

170〟dg∽α乃∫fgJお力お纏わ′J勉　　　ヒPヒダタケ
18肋和ぎ∽あぶ♪〝gCゐβ乃勿g∫？　ハナオチバクケ？

49血叩南砂．

イタチタケ
スギタケ属

アオアシア七夕ケ
アセタケ属

50ヱ）鉛のわα．伽が0α乃乃〟おお　　　キショウゲソジ
51COわあαrg〟ぶ∫αわγムラサキアブラシメジモドキ
52C〝滋那椚奴日加Ⅶ那　ツバムラサキフウセンタケ
53Co7滋乃αγあざ申．　　　　　　フウセンタケ属
54Gαねγ玩α鴎．　　　　　　　ケコガサタケ属
55月如d嗜め′gあざ押α血お　　アカイポガサタケ
565加古ブゐ刀砂C甜∫加古gbcg〟∫　　　　オニイグチ
57QJ頑β和ぎαα乃ggCgの∫　　　　アイゾメイグチ
58qJ頑0プ邪Cαざお乃β〟∫　　　　クリイロイグチ
59j⊃匂′拘如柑∫ろβJ払∫　　　　　　　　キヒダタケ

（アソモニアで赤褐色）
60盈mCOm〟ざ乃唱和椚αC〟われ∫クロアザアワタケ
61jおmCO研〝∫鴎　　　　　　　　　アワタケ属

62月0おおぶα0如才　　　　　　　　　ヒメコウジタケ

63励肋町如加血肋お　　　　　　イロガワリ
64励磁那政　　　　　　　　　ヤマドリタケ属
65乃′坤fg〝∫びわzO50占用邦乃β〝∫　ブドウニガイグチ
66エgCCゐ陥∽ゐ0γ血刀gg　　　シワチャヤマイグチ
67j？〝∫∫〟わとお〝αZS．1．

68j～〟gg〟わプⅦ∂β∫Cβ乃ざ

19肋和∫ガ7お鴎　　　ハナオチバクケ近縁種　69風邪馳庖守お奴那
20物cg乃αゐαβ別α毎夕βとお
21物cg乃α密怨ねクコ官由
22物cgプ7α♪〟和
23jお仰クゆゐα肋α∽プクゆα乃ggk
24月α紺郎0m刀り7元卸勿′gわ
25Amα乃言わ．魚拓乃β∫α　　ヒメ
26Aク乃α乃ねγ〟かつガロわαお
27A777α乃すね仰プ邪頓勿gα

チシオタケ
ナメアシ′タケ
サクラタケ

ヒメカバイロタケ
フジイロアマタケ

コナカブリツルタケ
ヒメべニテングタケ

カバイロコナチソグタケ
28A刀α乃おcgC肋β　　　　　　　テングツルタケ

29A刀α乃ねび曙乃αおvar．〃曙Z乃αお　　ツルタケ
30Amα乃言わ〝卸乃αねvar．か抑効鹿オオツルタケ
31A刀7α乃地〃感乃αおⅤ訂．．侮れα

カバイロツルタケ？
32Aク乃α乃ねわ唱ぬかぬねクマゴテソグタケモドキ
33A777α乃ぬ∫〟毎〝乃四才Jゐα　　クマゴタケモドキ
34A771α乃言わ〝わ℃∫α　　　　　　　　　ドクツルタケ

35Aガの元わがγ乃α　　　　シロクマゴテングタケ

（KOHで黄変しない）
36A刀α乃ねび0ねαお　　　　　　　フクPツルタケ

37A刀α乃ねαγ砂地　　　　クマシロオニタケ
38A刀7α乃グ地政　　　　へビキノコモドキに近縁
39A777α乃グお鴎　　　　　　　　　テソグタケ属

40j⊃おお〟ぶαわイC頑ブ肋ざ　　　　　　ウラべニガサ
41才’あわびα加の官の裏作αおに近縁ウラべニガサ属
424卿庖邪政　　　　　　　　　　ハラタケ属
43エ喀血血　刀αβねγぴゐαナカグロヒメカラカサタケ
44エ重ねお鴎　　　　　　キツネノカラカサ属
45Cゆ吻∽砂．　　　　　　　　ヒトヨタケ属

70j～〟∬ぴおお〟7℃Cβプ俗g？

71月〟∬〟わざ的な
72月鋸ござ〟わがCあαね
73月〝∫∫〝わざロブ℃痴
74月J／ぶ∫J止Tq・上川0．で√川仙7

75月〟ござ〝わびβざCα？

76月〟∬〟お刀αγαβ
77j～各£∬〟わβ刀7g汝α

78励駆血鴎
79励駆南砂
80度〟ざ∫〟kJ玖
81エαCお頭〝ぶ♪砂β相加
82エαCおわ〟ggお〟CeぶCeが

83エαC血液∫〃gJね7℃αぶ
84エαC由γあざが0ね∽〟∫
85エαCおγ〝ぶ如野坤加和露gg
86エαCおガ〝ぶα∫お〝頑ぶ揖ゐ
87エαCお癒す〟わあ好

広義のシロハツ
イロガワリべニタケ

クサハッ
クサハツモドキ？
オキナクサハッ
クう／ノハタケ
キチャハツ
カワリハッ

チギレハツ？
ニオイコべニタケ

ドクべニタケ
クサハツ近縁種
べニタケ属（白）

べニタケ属
ツチカプリ・

アオゾメツチカプリ
ケシ′ロハッ

チチタケ
ヒロハチチタケ

ヒカゲヒメチチタケ
チョウジチチタケ

エαC勉励∫頭．　　ナマグサチチタケ（仮称）
C（乃挽αreg祝ざ刀玩Dr　　　　　ヒナアソズタケ
Cα乃娩α柁g肋∫鴎　　アクイロウスタケ近縁種
Cα乃娩αγぞ肋は鴎
CJm・雨血中心血血油

93月ね関わ〝〝頻浄血
94　Cわび〟〝〝αC7滋おお
95CJα〃〟肋！α0mα埠鮎
96C肋血肌眈咤脚娩出
97月α刀7αプ′わ舟77柁β∫α

98勉刑の′あゆ
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アンズタケ属
キソウメソタケ

フサタケ
カレユダタケ

ケアシホウキタケ
フサヒメホウキタケ
ハナホウキタケ
ホウキタケ属
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99月α刀α元玖　　　　　　　　ホウキタケ属

1005‘ねプ′飾脚＝汀か犯　　　　　　　チャウロコタケ

101鼠椚噸ぬ沌紺地胸皿　　　　ハナウロコタケ
102創始07はぶ卯α刀川ざ〟∫　　　　　アミヒラタケ
103動妙0乃‘∫αねβ0お7滋′∫？　　ハチノスタケ？
104月フむや07Ⅶ∫ので〟お7滋ば　　　　　アミスギクケ
105励みやロブ7ば〃αプ滋路　　　　　　キアシグロタケ

動顔脚那鴎　　　　オツネソタケモドキ属
肋′坤077g∫〃β門3才頑が　　　ツヤウチワタケ
0っやわ夕077は〃Ogがαね搭　　　　　ヒトクチタケ

脇座すねJgg由江77お手ば　　　　トンビマイクケ
エαβ埠07′乙路∫〟砂ゐ〟プ瑠揖Var．刀乞わぬ如∫マスタケ
Co抽五わやβ7℃7777ね

cc肋イC血cg花押α刀70mgα

刀αβ血Jgαdgcゐわ7∫蕗

升抑鹿町妙加商
C（）ブイβゐ路がβブTgc（フわク′

竹山頑血Ⅲ諦混血肌
乃弱頑吻耶坤誠昭
動刀子甜舟777g77ねブイ促

のⅦC勿′dgクⅥ2αね〟乃0血β

077乃あぶCαaJプ協

力相乃βおば刀元αわf
A古かⅥgZJ∫勿騨℃刀7βわイ〟∫

艮滋相成開削目元吻∽m
洗おっdg門乃αCゆα
ScねγPdgr〝α　わか0頭07m

ScゐrOくね7Ⅵ乞αγ軍αg

Cαわざわ刀lα励
Ggαぶれm r顔色好

む（硬く～ハわJ川JP〃β？
肋‘め7才ばあα刀！古をJgあ了以∫

131ルわめ〟∫Cα乃わ〟∫
132Ja77∫怨み0プⅥββ77∫ゐ

133f）／〝〃〃∫　Ⅲ♪〃dc汀∫

134A鋸γb血γあ　ゆかgcα
135G頻れお頭α娩〟わγα
136　Cαわce7Ⅶγゐcogα

137即α挽〟わプ′わかβ加増昭ざ
138エββぬた‘∂γ加f．ゐ血滋昔

オツネソタケ
ニッケイタケ
ホウロクタケ
チリメソタケ
カワラタケ
シハイタケ

ハカワラタケ
ツリガネタケ

エビタケ
サジタケ

カワウソタケ
ッチダリ

ニセショウロ

タマネギモドキ
ニセショウロ属
ニセショウロ属
ホオペニタケ

エリマキツチダリ
ホコリタケ属

キツネノエフデ
キツネノロウソク
コイヌノエフデ
スッボソタケ

アラゲキクラゲ
ツノマタタケ

ニカワホウキタケ
コゲェノへラタケ

ズキソタケ
139エgO由　αぴα刀以γαβ？アオガシラズキンタケ？
140A∫COわが鋸肋α∫ααだ　　　クチキトサカタケ
141Cゐ加で戒07′おαβ7明野乃0gα

ロクショウグサレキソ
142Cあわ7℃C伽ク′わαβク昭狸がCe乃g

Pクショウグサレキンモドキ
143　7秒7777gαα〃2gプ′Gα乃α　オオミノミミプサタケ

144月ねβ肋cr毎αf．α路α　　シロノポリリュウ
145月ねeJα〃αC′坤多はVaL〃αcc頑〝ざ

ナガェノチャワンクケ
146月もbegbの顛α
147　5cZね措弗αぶα正eおお

148α扱玖鴎

ノポリリュウ

アラゲコべニチャワンタケ
ウスべニミミタケ属

149月お肌αプ′わゐ抑嬢多血αβク′加
150C87吻′C¢∫刀7gJgおプ恵

151CoゆC密∫乃多血俗
152Co7均C密ぶわァめざ加7α
153教わプ′わ如ら明78ゆゐα
154教わプ′あゆ
155ヱ）α励め鴎
156Jkαプ滋．物イブ70ぶα

シロスズメノワン
サナギクケ
カメムシタケ

エゾハルゼミタケ
マメザヤクケ

マメザヤクケ属
チャコブタケ属
コナサナギクケ

きのこ質問箱
G．きのこの写真を撮って家に持帰り，記録と
簡単なスケッチをとっています。しかし，その後，
乾燥標本がうまくつくれません。乾燥標本の作成
について良い方法を教えてください。

（滋賀県　H．S．）
A．会報N0．6に『凍結乾燥を用いたきのこの
乾燥標本への試み』（山東英幸）という記事が掲
載されています。この方法は確かに優れています
が，残念ながら家庭で簡単にできる方法ではあり
ません。

家庭でできる標本の作り方をお教えします。関
西菌類談話会の夏の採集会では何年か前から，こ
の方法で標本を作成してきました。
用意するものは，ふとん乾燥磯，15kg位のみ
かん等が入っていたダンボール箱，餅焼き網2枚
です。ふとん乾燥器は電気店で1万円ほどで購入
できます。ダソボール箱はやや大きめの方が温度
が上がり過ぎないので，良いと思われます。その
ダンボール箱の側面下部にふとん乾燥機の送風口
が通るような穴を開けます。
新聞紙などで上面を覆うと，きのこが蒸れて佃
煮のようになってしまうので，上面は風が通り抜
けるように，ふたなどはしないようにします。後
は，餅網を2枚乗せてできあがりです。
この餅網の上に観察し終わったきのこをならべ

て，熱風を送り乾燥させます。小形のものなら2
時間程度で乾燥できますし，大形のきのこは適当
な大きさ（1／2か1／4）に切ってから乾燥させる
と早く乾燥出来ます。
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会報バックナンバーの頒布に
ついてのお知らせ

会報のバックナンバーが少し残っております。ご
入り用のお方は，下記の表をご覧になり必要なもの
の品番と部数を，はがきで事務局へおしらせ下さい。
先着順に現品と請求書をお送りいたします。

関西菌類談話会会報のバックナソパー
1部200円　　　　（すべて8ページ）

関西菌類談話会会報
関西菌類談話会会報
関西菌摂談話会会報
関西菌叛談話会会報
関西菌頼談話会会報
関西菌頬談話会会報
関西菌類談話会会報
関西菌類談話会会報

No．1＝品番l
No．2＝品番2
No．3＝品番3
No．4＝品番4
No．5＝品番5
No．6＝品番6
No．7＝品番7
No．8＝品番8

～皆様の投稿をお待ちしております～

◇　かびやきのこに関する記事，囲，本誌に関するご意
見などをお寄せください。

◇　国は黒イソクで，少し大きめ（刷り上がりの約1．5
倍）にお書きください。（ボールペンは不可です）

◇　原稿の分量は400字づめ原稿用紙4～5枚饗度とし
ますが，1枚でも半分でも結構です。

◇　写真の掲載を希望される方は，編集委員長におたず
ねください。

◇　原稿宛て先
〒612京都市伏見区深草西出町25－4
関西菌類談話会会報編集委員長

森本　繁雄
TEL．075－641－3729

編集委員：山中　勝次，井坪　豊明，田中千尋，
橋星　誠，九西　靖恵，佐々木久雄

（順不同）

本会会員　今関六也先生は7月26日，ご他界されました。つつしんでおくやみ申しあげます。 

表紙によせて 

表掛こ相応しい写英や絵を募集しているのだが，いっこうに集まって来ない。しかたがないので，今回は希 
集委員会の方で間に合わせた。 
ヤナギマツタケは排気ガスにもめげず，街路樹などにもよくはえる。それで，今度は車の走っている様子を 

パックに，このきのこの写真を撮りたいと思っている。1988年9月19日京都市円山公園内で撮影。 

編集後記 

標本の作り方については，晋から様々な方法が試行されてきたと思います。会員の方々の苦労話や自分の標 
本作成法など，当編集要員会におよせください。字数は自由です。 
また，『標本後』の整理，管理などについても工夫や努力があると思われます。参考になりそうなものがあり 
ましたら，お知らせ下さい。また，紙面の都合上，「きのこ西京」などのコーナを次号にまわしましたことを 
お詫びします。 
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